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剰余金の配当および記念配当に関するお知らせ 

 

 

 当社は、平成 30 年 5 月 8 日の取締役会において、下記の通り剰余金の配当を行うことを決議い

たしましたのでお知らせいたします。なお、本件につきましては平成 30年 6月 28日に開催予定の、

第 115 回定時株主総会に付議する予定であります。 

 

記 

 

１．配当の内容 

 決 定 額 
直近の配当予想 

（平成29年5月9日公表）

前期実績 

(平成29年3月期) 

基 準 日 平成 30 年 3月 31 日 同左 平成 29 年 3月 31 日

１ 株 当 た り 

配 当 金 

70 円 00 銭 

（普通配当 60 円 00 銭）

（記念配当 10 円 00 銭）

40 円 00 銭 

13 円 00 銭 

（普通配当 8 円 00 銭）

（記念配当 5 円 00 銭）

配当金の総額 438 百万円 ― 413 百万円 

効 力 発 生 日 平成 30 年 6月 29 日 ― 平成 29 年 6月 30 日

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

    
（注）当社は、平成 29 年 10 月 1 日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。今回の 

決定額は、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。なお、株式併合を考慮しない場合の 
期末配当金は普通配当１２円、記念配当２円、合計で１４円となり、年間配当金合計は２０円となります。 

 

 

２．理由 

 当社は、平成 28 年 10 月に創業 100 周年を迎えた後、本年の平成 30 年 1 月には、株式会社設立

80 周年を迎えることができました。これもひとえに、株主の皆様をはじめ、関係各位の温かいご支

援の賜物と心より御礼申し上げます。つきましては、応援をいただいている株主の皆様への感謝の

意を表し、１株当たりの記念配当を 10 円実施することといたしました。 

 また、普通配当につきましては、中長期的な成長に向けた投資や財務基盤安定化のための内部留

保の充実を勘案し、安定的かつ継続的に行うことを重視しております。この方針のもと、当期の期

末配当金は、業績が好調であったことを考慮し、株式併合後の換算で、１株当たりの普通配当を前

期に比べ 20 円増配の 60 円とさせていただく予定であります。なお、年間では前期に比べ 20 円増

配の、１株当たり 100 円となる予定であります。 
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KNR
新規スタンプ



（参考）年間配当の内訳 

 

 （平成 29 年 10 月 1 日付の株式併合を実施しなかったと仮定した場合の年間配当金比較） 

 １株当たり配当金（円） 

基 準 日 第２四半期末 期末 年間 

当期実績及び

決 定 
6 円 00 銭 

14 円 00 銭 

（普通配当 12 円 00 銭）

（記念配当 2 円 00 銭）

20 円 00 銭 

（普通配当 18 円 00 銭）

（記念配当 2 円 00 銭）

前 期 実 績 

（平成29年3月期）
3円 00 銭 

13 円 00 銭 

（普通配当 8 円 00 銭）

（記念配当 5 円 00 銭）

16 円 00 銭 

（普通配当 11 円 00 銭）

（記念配当 5 円 00 銭）

 

 

（平成 29 年 10 月 1 日付の株式併合の影響を前期実績にも適用した場合の年間配当金比較） 

 １株当たり配当金（円） 

基 準 日 第２四半期末 期末 年間 

当期実績及び

決 定 
30 円 00 銭 

70 円 00 銭 

（普通配当 60 円 00 銭）

（記念配当 10 円 00 銭）

100 円 00 銭 

（普通配当 90 円 00 銭）

（記念配当 10 円 00 銭）

前 期 実 績 

（平成29年3月期）
15 円 00 銭 

65 円 00 銭 

（普通配当 40 円 00 銭）

（記念配当 25 円 00 銭）

80 円 00 銭 

（普通配当 55 円 00 銭）

（記念配当 25 円 00 銭）

 

 

 

以 上 
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